
 

平成２２年１２月１日発行  No.32
１．巡視船「もとぶ」

荒れる海上から漂流船員を救助！
２．１４２周年灯台記念日

　　　　　　　経ケ岬灯台リニューアル！

　１１月９日深夜から西表島南約３４０キロメートル付近で連絡
が途絶していた貨物船の捜索を行っていた巡視船「もとぶ」は、
１１日午前、漂流中の船員２人（後に1人は死亡が確認）を発
見、風速１５メートルを超える大時化の中、乗組員一丸となって
救助にあたりました。この様子は各報道機関へ提供され、多くの
テレビ・新聞等に取り上げられました。

　１１月１日の灯台記念日に併せ全国で様々な行事を行いました。
　中でも１１月３日に行われた経ケ岬灯台（京都府京丹後市）の一般
公開では、初点灯以来１１２年間陸側を覆っていた灯光の遮蔽板を撤
去、日本に５台しか現存しない巨大な第一等フレネルレンズのお披露
目が行われ注目を浴びました。これは「地域や観光客により親しまれ
る灯台に」との要望に応えたもので、そのレンズの美しさと輝きは参
観者に感動と驚きを与えました。

巡視船はやと搭載機撮影、報道機関へ提供された被害状況映像

①レスキュースリングを投下 ②要救助者にレスキュースリングが届く

③波にもまれながらも要救助者を
引き寄せる保安官

④要救助者を確保・救助成功

以前の陸側に遮蔽板が
付いていた写真
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３．石垣航空基地、離島急患輸送2500名を達成 ４．海上保安庁音楽隊第１７回定期演奏会

　石垣航空基地では、医療設備が整っていない島が散在する日本
最西端の先島諸島（八重山、宮古列島）からの急患輸送を昭和４
７年から行っており、１１月９日、その輸送人数が２，５００名
に達しました。
　海上保安庁のヘリコプターによる急患輸送は、沖縄県、病院、
消防との迅速な連携プレーにより成り立っており、離島から病院
への重要な輸送手段となっています。

　１１月６日、ゆうぽうとホール（品川区西五反田）において海
上保安庁音楽隊第１７回定期演奏会を開催いたしました。
「ケンタッキーの我が家」やアルトサックスソロによる「メモ
リー～ミュージカル・キャッツより」などアンコールを含む１２
曲を演奏、中でも吹奏楽として初演となる映画「THE LAST
MESSAGE 海猿」のメドレーでは、本物の海上保安官による熱い演
奏にホールは大きな拍手に包まれました。

2,500人目の急患を乗せ石垣空港に着陸する
　　石垣航空基地所属ヘリ「ほしずな」

関係機関と連携し急患を搬送
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